
砺波平野の散村
砺波郷土資料館 学芸員 安ヵ川恵子

私たちが今生活している砺波平野は散村地帯として有名です。家の周りには田んぼがあり、その田んぼはその家
の人が耕しています。この形態は、私たちの父親・母親、またその上の父親・母親、さらにその先のご先祖様たち
が長い年月をかけて作り上げてきた居住形態です。ここで生まれ、育った私たちにとってこの光景はあまりにも普
通で、これがあたりまえでしょう。ところが、このことが今とても重要な行政の課題となっています。このまま自然に
ほっておけば「散村」という居住形態がなくなってしまうのではないかと危惧されているのです。実際、数十年前ま
で散村形態であった大井川扇状地一帯は、いまでは都市化が進み、大都会になってしまいました。かつての散村
のなごりはわずかに残っている屋敷林に見出されるだけになってしまいました。砺波散村がそうならないとは言え
ません。



新潟県新潟県新潟県新潟県 蒲原平野蒲原平野蒲原平野蒲原平野
左上のほうに固まった集落が見えます。これが集村
です。農地と農家がはっきりと分かれています。

散
村
に
対
す
る
言
葉
と
し
て
「
集
村
」
と
い
う
居
住
形
態
が
あ
り
ま
す
。
人
々
が
一
定
の
地
域
に
集
団
で
居
住

す
る
居
住
形
態
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
農
村
を
見
た
場
合
圧
倒
的
に
多
い
形
態
で
す
。
こ
こ
に
あ
げ
ま
し
た
の

は
新
潟
県
の
新
潟
平
野
（
蒲
原
平
野
）
の
集
村
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
新
潟
平
野
は
と
て
も
広
く
、
大
部
分
が

低
湿
地
で
、
江
戸
時
代
以
来
、
乾
田
化
が
悲
願
で
し
た
。
信
濃
川
の
大
河
津
分
水
路
の
完
成
に
よ
り
、
今
日
で

は
越
後
米
の
大
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
人
間
が
住
ん
で
い
る
か
と
い
う
と
、
左
上
の
ほ
う
に
集
落
が

見
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
居
住
地
域
と
生
産
地
域
が
完
全
に
分
離
し
て
い
ま
す
。
大
型
機
械
化
の
す
す
ん
だ
今
日
の
農
業

で
は
非
常
に
能
率
の
い
い
農
業
生
産
の
や
り
方
が
で
き
ま
す
。



富山県富山県富山県富山県 砺波平野砺波平野砺波平野砺波平野 昭和昭和昭和昭和45年年年年

一軒一軒の家がばらばらに点在しています。

それぞれの家の周りに屋敷林が植えられています。

こ
れ
が
、
よ
く
ご
存
じ
の
砺
波
の
我
々
が
居
住
す
る
散
村
で
す
。
こ
の
写
真
は
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
も
の

で
、
昭
和
45

年
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
で
あ
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
か
、
こ
れ
は
自
分
の
家
だ
と

わ
か
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
は
た
し
て
ほ
ん
と
う
に
昭
和
45

年
の
景
観
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
写
真
の
よ
う
に
、
散
村
と
は
、
屋
敷
が
一
戸
ず
つ
離
れ
て
建
ち
、
周
囲
の
耕
地
を
経
営
す
る
居
住
形
態

で
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
単
に
家
が
一
軒
一
軒
離
れ
て
建
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
り
の
耕
地
を

そ
の
家
が
耕
作
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

皆
さ
ん
、
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
家
の
横
の
田
圃
を
だ
れ
か
が
来
て
耕
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
離
れ
た
田
ん
ぼ
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
多
く
は
自
分
の
家
の
周
り
の

田
ん
ぼ
が
自
分
の
田
ん
ぼ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
点
、
屋
敷
の
周
り
に
は
必
ず
屋
敷
林
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
屋
敷
林
が
大
き
く
育
っ
て
い
て
中

の
家
の
姿
が
見
え
な
い
家
の
ほ
う
が
多
い
ほ
ど
で
す
。



砺波散村の昔と今

昭
和
昭
和
昭
和
昭
和
２
０
２
０
２
０
２
０
年
代
後
半

年
代
後
半

年
代
後
半

年
代
後
半

平
成
平
成
平
成
平
成
１
０
１
０
１
０
１
０
年年年年
ご
ろ
ご
ろ
ご
ろ
ご
ろ

左は昭和20年代後半と思われる景観です。屋敷林に囲まれた家々が点在し、中央部には家のない地帯があります。これは近

年まで川跡として家がなかった地帯です。江戸時代の後半から開拓が行われましたが、田んぼとして開拓されただけで、居住す
る人はいなかった地帯です。もとの川の名残が用水として見え、田んぼの一筆一筆は小さく不整形です。

それに対して、情景が一気に変わったのは圃場整備によってです。右は平成10年頃の景観です。圃場整備以前の情景ではも

との地形がはっきりわかりました。用水・道・家・田んぼがそれぞれ川の流れに沿って形作られてきたのです。ところが圃場整備
で何もわからなくなってしまいました。わずかに直線化せずに残されている用水の流れや道路によってだけもとの地形を想像す
ることができます。

左の写真は本当は昭和20年代のものですが、昭和戦前もほとんど変わりません。明治時代も似たようなものです。もっといえ

ば、明治も江戸時代もたいした変わりはありません。用水ぶちの畔がもっと大きな面積を占めていて、多くの樹木が植わってい
たでしょうが、基本的な地形には変わりはありません。



昭
和
一
〇
年
代
の
砺
波
平
野
の
散
村

２２０㎢
１万戸

昭
和
10

年
頃
の
2

・
5

万
分
１
の
地
形
図
に
着
色
し
た
も
の
で
す
。
緑
で
塗
っ
た
一
点

一
点
が
農
家
一
戸
一
戸
で
す
。

約
２
２
０
平
方
キ
ロ
の
面
積
に
約
１
万
戸
の
家
が
み
ご
と
に
点
在
し
て
い
る
の
が
お
わ
か

り
で
し
ょ
う
。



砺波平野の散村の変容
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これは昔と今の、砺波平野全域の地図です。左の昭和10年代と書いてあるのが、先ほどの左の写真の頃のものと対応し

ていると思っていただければいいと思います。周りの茶色の線が山麓線です。この内側が砺波平野です。町は赤く着色して
あります。

中央が出町、山麓に沿って井波・城端・福光・石動・福岡の町々が見えます。右の青い筋が庄川の流れです。

内部に緑の点々がたくさんありますが、この一点一点が農家の一軒一軒です。砺波平野全域は２２０平方キロ、そこに約１
万戸の農家が散在しています。平野全域はこの図のように、赤い塊が１０か所と、ほかはほとんど緑の点だけでした。

それが、右の図を見てください。茶色の山麓線と青い庄川の筋は変わりませんが、平野の中身はだいぶ色変わりしました。



昭
和
昭
和
昭
和
昭
和
10

年
頃
年
頃
年
頃
年
頃
のののの
出
町
出
町
出
町
出
町
・・・・鷹
栖
付
近

鷹
栖
付
近

鷹
栖
付
近

鷹
栖
付
近

赤く塗った出町市街地以外はほとんどが緑の農家ば
かりです。鷹栖にできた砺波中学だけが例外です。

先
ほ
ど
の
左
の
、
昭
和
10

年
頃
の
地
図
を
拡
大
し
た
も
の
で
す
。
赤
い
部
分
が
出
町
だ

い
だ
い
色
の
と
こ
ろ
が
砺
波
中
学
、
現
在
の
砺
波
工
業
高
校
の
と
こ
ろ
で
す
。

赤
く
塗
っ
た
出
町
市
街
地
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
緑
の
農
家
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
が
お

わ
か
り
で
し
ょ
う
。
散
村
の
典
型
的
な
姿
で
す
。



現
代
現
代
現
代
現
代
のののの
散
村
散
村
散
村
散
村

市街地が拡大し、大きな工場や大型店舗、住宅団地・
病院・学校などが田んぼの中にできました。

今
度
は
先
ほ
ど
の
右
の
地
図
、
平
成
20

年
の
も
の
の
拡
大
で
す
。
大
き
な
違
い
は
高
速
道
路
が
二

本
走
っ
て
い
る
こ
と
、
市
街
地
が
拡
大
し
、
ピ
ン
ク
色
で
塗
っ
た
の
は
工
場
で
す
。
だ
い
だ
い
色
は
住

宅
地
・
大
型
店
舗
・
病
院
・
学
校
な
ど
で
す
。
緑
の
農
家
が
ず
い
ぶ
ん
減
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
け
れ

ど
、
実
は
田
ん
ぼ
の
部
分
が
減
っ
て
い
る
の
で
す
。

『
統
計
砺
波
』
に
よ
る
と
、
昭
和
30

年
に
は
４
７
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
っ
た
水
田
面
積
が
、
平
成
12

年
に
は
３
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
10

年
た
っ
た
今
は
も
っ
と
減
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。



表土

砺波平野は水の浸透しやすい扇状地性の平野のため、山から平野部へ出てきた川の水は、どんどん地下へ浸透してしまいま
す。ある程度の粘土層のところまで浸透した水は、それ以上浸透することができず、そこで留まります。そこを帯水層といいます。

扇状地は傾斜しているので、水はその帯水層と地表の傾斜面が一致するところで地表にでてきます。それを湧水といいます。
湧水帯より下を「扇端部」、川の出口付近を「扇頂部」、その間のところを「扇央部」といいます。

普通の扇状地ですと、扇央部は地下水位が低く、井戸を掘るのが困難なので、一本の井戸を掘るとその付近へ人々は

居住して「集村」を形作ります。ところが、庄川扇状地、砺波平野の場合は状況が異なります。庄川のもたらす水量は年中

豊富なため、地下へ浸透する以上の水が地表を流れます。水道ができる前は、扇央部ではこの地表水を生活用水として利用し
てきました。また、稲作も当然できたのです。

それに対して、扇端部ではどこからでも水がわき出てくるため、居住できる地域は限られていました。数年前に私たちは高岡市
の戸出市野瀬というところで調査をしたのですが、そこでは圃場整備以前は、まるで川の中にあるようにみえた家々が多かった
そうです。そのような理由から扇端部では「集村」にならざるをえないのです。そのことを具体的にみてみましょう。



散村から集村への移行地帯が分かりますか？

標高25メートルラインが境です。

こ
の
こ
と
が
具
体
的
に
分
か
る
の
が
こ
の
図
で
す
。
扇
央
部
と
扇
端
部
で
は
集
落
形
態
に
違

い
が
で
て
き
ま
す
。

先
ほ
ど
の
昭
和
１
０
年
ご
ろ
の
地
図
の
拡
大
で
す
が
、
散
村
か
ら
集
村
へ
の
移
行
地
帯
の
部

分
で
す
。
赤
い
の
が
戸
出
で
す
。
小
矢
部
戸
出
富
山
線
辺
り
に
あ
る
標
高
２
５
メ
ー
ト
ル
ラ
イ

ン
が
ほ
ぼ
そ
の
境
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
２
５
メ
ー
ト
ル
ラ
イ
ン
よ
り
上
の
部
分
、
す
な
わ
ち
北

側
で
は
緑
の
塊
が
多
く
見
え
ま
す
ね
。

そ
れ
に
対
し
て
２
５
メ
ー
ト
ル
ラ
イ
ン
よ
り
下
側
、
す
な
わ
ち
南
側
で
は
緑
は
点
で
す
。



どうしてどうしてどうしてどうして散村散村散村散村ができができができができ、、、、そのそのそのその形態形態形態形態がががが長長長長いいいい間間間間
維持維持維持維持されたのかされたのかされたのかされたのか？？？？

米作りに適していたからです。

１．扇状地の開拓事情：
扇状地上の薄い表土のうち、少しでも厚い
ところを選んで居住し、周りの耕地を開いて
いった。

２．その際、豊かな地表水があったのでどこで
も居住することができた。



昭和昭和昭和昭和３０３０３０３０年年年年ごろごろごろごろ

不整形な小さな田んぼを家族の協力
で作っていました

具
体
的
に
一
農
家
の
農
業
の
様
子
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

こ
の
図
は
、
昭
和
30

年
頃
の
砺
波
市
内
の
あ
る
農
家
が
耕
作
し
て
い
た
田
ん
ぼ
の
状
況
で

す
。
自
分
の
家
の
周
り
に
ほ
と
ん
ど
全
部
の
田
ん
ぼ
が
あ
り
ま
す
。



・・・・自宅自宅自宅自宅のののの周周周周りのりのりのりの農地農地農地農地 2.6ha 田田田田んぼんぼんぼんぼ46枚枚枚枚

・・・・所有所有所有所有していたしていたしていたしていた主主主主なななな農機具農機具農機具農機具
耕耘機耕耘機耕耘機耕耘機・・・・ラチウチラチウチラチウチラチウチ機機機機・・・・脱穀機脱穀機脱穀機脱穀機・・・・籾摺籾摺籾摺籾摺りりりり機機機機などなどなどなど

・・・・家族家族家族家族はははは8人人人人 大年寄大年寄大年寄大年寄りりりり夫婦夫婦夫婦夫婦、、、、年寄年寄年寄年寄りりりり夫婦夫婦夫婦夫婦、、、、
若夫婦若夫婦若夫婦若夫婦（（（（夫夫夫夫はははは勤勤勤勤めめめめ人人人人）、）、）、）、小小小小さなこどもさなこどもさなこどもさなこども2人人人人



昭和昭和昭和昭和６０６０６０６０年年年年ごろごろごろごろ

圃場整備で大きくなった田んぼを、

多くの農機具を使って作るようになりました

（とうちゃんとかあちゃんで）

そ
れ
が
昭
和
60

年
頃
に
な
る
と
こ
う
な
り
ま
し
た
。



・圃場整備で田んぼが大型化（100×30m）さ
れ、 田んぼは8枚になりました。

・家族は5人になりました

（年寄り夫婦・元若夫婦・娘一人）。

・主な農機具

トラクター・田植機・育苗機械・自脱型
コンバイン・乾燥機・籾摺り機・精米機・
軽トラック



このころまではこのころまではこのころまではこのころまでは、、、、自分自分自分自分のののの田田田田んぼはんぼはんぼはんぼは
自分自分自分自分でででで作作作作るのがるのがるのがるのが当当当当たりたりたりたり前前前前でしたでしたでしたでした。。。。

こ
れ
は
圃
場
整
備
後
の
田
ん
ぼ
で
す
が
、
田
植
え
機
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
は
こ
の
よ
う
に
村
人
の

共
同
作
業
で
苗
取
り
も
田
植
え
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

基
本
的
に
は
自
分
の
田
ん
ぼ
は
自
分
で
作
る
の
が
当
た
り
前
の
時
代
で
し
た
。



平成平成平成平成２２２２２２２２年現在年現在年現在年現在

平
成
20

年
に
作
ら
れ
た
集
落
営
農
組
合
に

参
加
し
て
、
組
合
員
み
ん
な
で
集
落
内
の

全
部
の
田
ん
ぼ
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

元からの農家 ４２戸
新しい住民 ７４戸

経営規模 35ha

（全体の87％）

組合員 38戸

（内作業に不参
加は７戸）

そ
れ
が
、
平
成
年
代
に
な
る
と
次
か
ら
次
へ
と
田
ん
ぼ
の
や

り
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
家
で
耕
作
が
で
き
な
い
家
が
増
え
て
き
て
、
請
負
耕

作
か
ら
全
面
委
託
へ
、
そ
し
て
今
で
は
集
落
単
位
で
集
落
営
農

の
組
織
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
な
る
と
、
自
分
の
家
の
田
ん
ぼ
で
は
あ
る
が
、
何
を
植

え
る
か
、
い
つ
ど
ん
な
農
作
業
を
す
る
か
。
例
え
ば
、
耕
し
た

り
、
田
植
え
を
し
た
り
、
稲
刈
り
を
し
た
り
す
る
か
は
、
自
分

の
思
い
通
り
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
集
落
と
し
て

計
画
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

自
分
の
田
ん
ぼ
で
あ
り
な
が
ら
す
べ
て
人
任
せ
の
状
況
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す



現代現代現代現代のののの大型機械化大型機械化大型機械化大型機械化されたされたされたされた農業農業農業農業においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、

散村散村散村散村であることのであることのであることのであることの優位性優位性優位性優位性がががが失失失失われてしわれてしわれてしわれてし
まいましたまいましたまいましたまいました。。。。

か
つ
て
の
散
村
で
は
、
自
分
の
家
の
ま
わ
り
に
田
ん
ぼ
が
あ
る
こ
と
が
非
常
に
便
利
で
あ
り
ま
し
た
。

散
村
に
住
む
こ
と
は
、
日
々
の
水
の
見
回
り
、
肥
料
の
運
搬
、
刈
り
取
っ
た
稲
の
運
搬
な
ど
、
遠
く
離

れ
た
田
ん
ぼ
を
耕
作
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
集
村
に
住
む
人
々
に
比
べ
る
と
、
格
段
に
有
利
な
条
件

で
あ
っ
た
は
ず
で
し
た
。

そ
れ
が
、
今
日
で
は
す
っ
か
り
有
利
な
点
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
大
型
機
械
化
農
業
で
は
、

集
村
の
ほ
う
が
ず
っ
と
有
利
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
な
お
散
村
に
居
住
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。



砺波散村砺波散村砺波散村砺波散村ののののシンボルシンボルシンボルシンボル――――アズマダチアズマダチアズマダチアズマダチとととと屋敷林屋敷林屋敷林屋敷林

杉を中心とする屋敷林は、西側と南側に
厚く、東側には庭園を配することが多い。

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
農
業
を
は
な
れ
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
写
真
は
砺
波
市
内
の
あ
る
農
家
の
東
か
ら
み
た
様
子
で
す
。
砺
波
市
に
は
富
山
県
の

指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
入
道
家
と
い
う
立
派
な
お
宅
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
お
宅
以
外

に
も
す
ば
ら
し
い
お
宅
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
お
宅
は
県
の
文
化
財
で
も

市
の
文
化
財
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。



屋敷林屋敷林屋敷林屋敷林のののの役割役割役割役割（（（（過去過去過去過去））））
１．防風林
２．日常の燃料
３．暑さ・寒さから守る

→ 瓦屋根・アルミサッシ
→ ガス・電気
→ 高断熱・高気密

散
村
の
象
徴
で
あ
る
屋
敷
林
は
、
か
つ
て
は
生
活
の
必
要
か
ら
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
現

在
で
は
ま
る
で
無
用
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。

で
も
、
ほ
ん
と
う
に
無
用
で
し
ょ
う
か
。



屋敷林の役割（現代）

平成22年の春に撮らせていただいたある農家

の屋敷林です。

このお宅でも平成16年の台風で20数本の杉の

大木が倒れ、大きな被害を受けられましたが、そ
のあとに杉の苗木を植えられて今も大事に育て
ておられます。前庭には庭園をつくって楽しんで
おられます。



おじいちゃんおじいちゃんおじいちゃんおじいちゃん、、、、おばあちゃんとおばあちゃんとおばあちゃんとおばあちゃんと一緒一緒一緒一緒におにおにおにお庭庭庭庭のおそうじのおそうじのおそうじのおそうじ

子
ど
も
は
屋
敷
林
の
中
で
遊
ん
で
大
き
く
な
り
ま
す
。

屋
敷
林
の
中
に
は
、
草
花
・
木
々
・
昆
虫
・
鳥
・
ミ
ミ
ズ
に
蛇
に
ダ
ン
ゴ
ム
シ
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物

が
生
き
て
い
ま
す
。

た
ま
に
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
お
庭
の
お
そ
う
じ
も
し
ま
す
。



おばあちゃんとおばあちゃんとおばあちゃんとおばあちゃんと一緒一緒一緒一緒にににに作作作作ったったったったカブトムシカブトムシカブトムシカブトムシのおのおのおのお墓墓墓墓

飼
っ
て
い
た
カ
ブ
ト
ム
シ
が
死
ん
だ
の
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
お
墓
を
つ
く
っ
て
埋
め
ま
し
た
。

き
っ
と
こ
の
子
は
こ
の
お
墓
の
前
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
両
手
を
合
わ
せ
て
「
な
む
あ
み
だ
ぶ

つ
」
と
称
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
か
ら
カ
ブ
ト
ム
シ
の
冥
福
を
祈
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。



屋敷林屋敷林屋敷林屋敷林のののの今日的意味今日的意味今日的意味今日的意味

１．平野の緑
個人の私有物だが、その効用は個人にとどまらない
・寒暑・強風を和らげ、空気を清浄化する
・多くの生き物のすみかとなる

→地球を守る
２．人の心を癒す
日々変化する緑色・その中を通ってくる風・

日の光の輝き・雨後の水滴・小鳥の鳴き声



砺波散村砺波散村砺波散村砺波散村のののの良良良良ささささ
（（（（全国全国全国全国からのからのからのからの観光客観光客観光客観光客のののの感想感想感想感想））））

うらやましい

美しい

自然が豊か（田んぼと屋敷林）

町がきれい

家が立派・瓦がきれい



文化的景観文化的景観文化的景観文化的景観としてのとしてのとしてのとしての砺波散村砺波散村砺波散村砺波散村

「地域における人々の

生活または生業及び当該地域の風土により

形成された景観地で、

我が国民の生活または生業の理解のため

欠くことのできないもの」

（文化財保護法第2条第1項第5号）

そして今、文化財保護法が改正され、「景観」を文化財の一つとしてとらえる考え方が生まれてきました。



これまでのこれまでのこれまでのこれまでの砺波市砺波市砺波市砺波市のののの動動動動きききき

平成１０年 農林水産省「田園空間整備事業」

平成１２年～１５年 文化庁「農林水産業に関連する文

化的景観の保護に関する調査研究」 ２０００件→８８８８件
平成１４年～ となみ野田園風景整備事業

平成１８年 散居村ミュージアムの開館
（景観法の制定、文化財保護法の改正）

平成１８～２０年度

砺波市散居景観保全検討会議

１９年度 地区ごとにアンケート・説明会実施

２０年度 市民懇話会での検討会

２２年度 砺波市景観計画策定委員会



ここから、砺波以外のところをちょっと見てみた
いと思います。

ここはどこだと思いますか。



重
要
文
化
的
景
観
第
一
号
選
定

平
成
18

年
1

月

重
要
文
化
的
景
観
選
定
の
第
一
号
と
な
っ
た
近
江
八
幡

で
す
。
ア
シ
や
ヨ
シ
の
生
い
茂
る
水
郷
風
景
、
近
江
商
人
の

築
き
上
げ
て
き
た
町
並
み
は
、
と
て
も
美
し
い
。

こ
こ
は
ご
く
ご
く
短
い
期
間
で
重
要
文
化
的
景
観
に

選

定
さ
れ
ま
し
た
。



今度はどこでしょう。砺波と変わりのない農村風景です。昭和30年代の写真です。



１
の
図

二
人
（
た
ぶ
ん
夫
婦
）
の
後
ろ
の
風
景
を
見
て
く
だ
さ
い
。
散
村
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
の
図

タ
ゴ
ケ
で
肥
し
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
ろ
の
家
々
は
ち
ょ
っ
と
近
代
的
に
な
り
ま
し
た
。

３
の
図

刈
り
取
っ
た
稲
を
掛
け
る
稲
架
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
後
ろ
の
風
景
を
見
て
く
だ
さ
い
。
工
場

が
立
ち
並
び
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
阪
府
豊
中
市
の
、
今
か
ら
50

年
前
の
風
景
で
す
。

今
の
豊
中
市
は
ま
る
で
大
都
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
農
村
風
景
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。



放っておけば散村は消滅してしまう
可能性があります

・「散村」という居住形態は、自然と戦って
築き上げてきた私たちの祖先の尊い・かけ
がえのない文化であることを認識すること

・「散村」は砺波市だけの宝ではありません

・砺波地域全体で

散居景観は未来へ継承すべき
地域住民共有の財産である。

東京や大阪などの近郊とおなじように砺波も大都市化するとは決して思いませんが、かつては日本全国どこにでも
あった農村風景が今では急速に失われつつあります。



平
成
22

年
10

月
２
２
・
２
３
日
に
は
、
砺
波
に
長
野
県
の
安
曇
野
か
ら
、
岩
手
県
の
胆
沢
平
野
か

ら
、
島
根
県
の
簸
川
平
野
か
ら
、
東
京
都
の
武
蔵
野
な
ど
か
ら
住
民
や
行
政
の
担
当
者
な
ど
が
集

い
、
屋
敷
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

実
際
に
屋
敷
林
を
持
ち
、
日
々
格
闘
を
続
け
て
い
る
人
た
ち
と
本
音
の
と
こ
ろ
で
語
り
合
う
場

が
持
て
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。



夢夢夢夢のののの平展望台平展望台平展望台平展望台からのからのからのからの撮影撮影撮影撮影

こんなにきれいな散村が一望できるのは、
世界でここだけです。
（新藤正夫砺波散村地域研究所所長のことば）

おわりおわりおわりおわり


